
第２回子どもの権利条例検討委員会の進め方（委員長案） 

 

● 第１回検討委員会（1 月 26 日） 

委員委嘱、諮問、委員会の目的と役割、基本姿勢、日程、組織体制、確認

事項など 

 

● （3 月 3 日）「子どもたちを取り巻く現況と課題」が提出され、各委員へ配

布 

 

● 第２回検討委員会（3 月 23 日） 

  テーマ ① 委員相互の共通認識づくり 

 

  方法    ・議論の目標は、子どもの権利とは何なのか。なぜ条例が必要

か。をお互い認識すること。 

・話合いのテーマは、子どもたちが、今、どのような状況にあ

るのか（先に配布した現状と課題の感想などを含めて） 

・ 20 名の全体討論は難しいため、４分科会（別紙：第２回検

討委員会のみの分科会）でブレイン・ストーミング（BS） 

 

 

    ブレイン・ストーミング法：（「脳」を「嵐」のようにかき混ぜて、お互い

率直に意見を出し合う法） 

 

（１）４つのルール 

① 批判厳禁（まずは、批判を止めて十分に聴きあう） 

② 自由奔放（とにかく、思っていることを口に出し、書き出す 

③ 結合・便乗（他の委員の意見を参考にして、関連アイデアを出す） 

④ 質より量（意見の数は多いほど良い、質は問わない） 

 

（２）進め方 

① テーマについて４つのルールに従って意見を出す。 

② メンバー個々人が意見をラベルに書き出す。（１枚に対して１つ

の事柄を書く。出来るだけ、単語名詞だけの意見でなく、文章表

現とする。）20 分 

③ ラベルを用紙に張り出し、お互いにラベル内容を説明する。20



分 

④ 関連する事項や、追加、補足事項を書き足す。 

⑤ 類似ラベルをまとめ分類する。20 分 

⑥ ジャンル別の整理、代表により各分科会の状況を報告する。10

分×4 分科会=40 分 

⑦ 各分科会に、事務局が 2 人ずつ付きます。 

 

 

 

  


